	悪臭防止法（昭和四十六年六月一日法律第九十一号）の概要 

　

	目　　　的（第１条）

	
	工場その他の事業場における事業活動に伴つて発生する悪臭について必要な規制を行い、その他悪臭防止対策を推進することにより、生活環境を保全し、国民の健康の保護に資することを目的とする。


	　
	
	
	

	定　　　義（第２条）
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	「特定悪臭物質」
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	アンモニア、メチルメルカプタンその他の不快なにおいの原因となり、生活環境を損なうおそれのある物質であつて政令で定めるものをいう。
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	悪臭防止法施行令（昭和四十七年五月三十日　政令第二百七号）　　　第一条　悪臭防止法第二条第一項の政令で定める物質は、次に掲げる物質とする。
悪臭防止法施行規則（昭和四十七年五月三十日総理府令第三十九号）　　　第二条 　法第四条第一項第一号の環境省令で定める範囲は、法第二条第一項 に規定する特定悪臭物質の種類ごとに別表第一の下欄に掲げるとおりとする。 
悪臭物質の規制基準（昭和四十七年十二月二十六日岐阜県告示第千十三号）
（特定悪臭物質）
（敷地境界線における特定悪臭物質の濃度に係る規制基準の範囲）
悪臭防止法（昭和四十六年法律第九十一号）第四条第一項の規定により、特定悪臭物質の規制基準を次のとおり定める。
　
別表第一
一　工場その他の事業場の敷地の境界線の地表における規制基準
以降省略：「大気中における含有率が百万分の」
一 　アンモニア
一以上五以下
一　ＰＰＭ
二 　メチルメルカプタン
〇・〇〇二以上〇・〇一以下
〇・〇〇二　ＰＰＭ
三 　硫化水素
〇・〇二以上〇・二以下
〇・〇二　ＰＰＭ
四 　硫化メチル
〇・〇一以上〇・二以下
〇・〇一　ＰＰＭ
五 　二硫化メチル
〇・〇〇九以上〇・一以下
〇・〇〇九　ＰＰＭ
六 　トリメチルアミン
〇・〇〇五以上〇・〇七以下
〇・〇〇五　ＰＰＭ
七 　アセトアルデヒド
〇・〇五以上〇・五以下
〇・〇五　ＰＰＭ
八 　プロピオンアルデヒド
〇・〇五以上〇・五以下
〇・〇五　ＰＰＭ
九 　ノルマルブチルアルデヒド
〇・〇〇九以上〇・〇八以下
〇・〇〇九　ＰＰＭ
十 　イソブチルアルデヒド
〇・〇二以上〇・二以下
〇・〇二　ＰＰＭ
十一 　ノルマルバレルアルデヒド
〇・〇〇九以上〇・〇五以下
〇・〇〇九　ＰＰＭ
十二 　イソバレルアルデヒド
〇・〇〇三以上〇・〇一以下
〇・〇〇三　ＰＰＭ
十三 　イソブタノール
〇・九以上二十以下
〇・九　ＰＰＭ
十四 　酢酸エチル
三以上二十以下
三　ＰＰＭ
十五 　メチルイソブチルケトン
一以上六以下
一　ＰＰＭ
十六 　トルエン
十以上六十以下
十　ＰＰＭ
十七 　スチレン
〇・四以上二以下
〇・四　ＰＰＭ
十八 　キシレン
一以上五以下
一　ＰＰＭ
十九 　プロピオン酸
〇・〇三以上〇・二以下
〇・〇三　ＰＰＭ
二十 　ノルマル酪酸
〇・〇〇一以上〇・〇〇六以下
〇・〇〇二　ＰＰＭ
二十一 　ノルマル吉草酸
〇・〇〇〇九以上〇・〇〇四以下
〇・〇〇〇九　ＰＰＭ
二十二 　イソ吉草酸
〇・〇〇一以上〇・〇一以下
〇・〇〇一　ＰＰＭ
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	「臭　気　指　数」
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	気体又は水に係る悪臭の程度に関する値であつて、環境省令で定めるところにより、人間の嗅覚でその臭気を感知することができなくなるまで気体又は水の希釈をした場合におけるその希釈の倍数を基礎として算定されるものをいう。


	
	
	
	悪臭防止法施行規則
（臭気指数の算定） 
第一条 　悪臭防止法 （以下「法」という。）第二条第二項 の規定による気体又は水に係る臭気指数の算定は、環境大臣が定める方法により、試料とする気体又は水の臭気を人間の嗅覚で感知することができなくなるまで気体又は水の希釈をした場合におけるその希釈の倍数（以下「臭気濃度」という。）を求め、当該臭気濃度の値の対数に十を乗じた値を求めることにより行うものとする。 

	
	
	
	
６段階臭気強度表示法 

臭気強度
内容
０
無臭
１
やっと感知できるにおい（検知閾値濃度）
２
何のにおいか分かる弱いにおい（感知閾値濃度）
３
らくに感知できるにおい
４
強いにおい
６
強烈なにおい


	


	都道府県知事が定める規制地域指定


	第３条
	住民の生活環境を保全するため悪臭を防止する必要があると認める住居が集合している地域その他の地域を、工場その他の事業場における事業活動に伴つて発生する悪臭原因物の排出を規制する地域として指定

	　
	

	知　　事

	
	意見聴取（第５条）[image: image6.png]



	市町村長
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要請（第９条）
	

	　
	悪臭物質の排出を規制する地域の指定
（昭和四十七年十二月二十六日岐阜県告示第千十二号）

　悪臭防止法（昭和四十六年法律第九十一号）第三条の規定により、工場その他の事業場における事業活動に伴つて発生する悪臭原因物の排出（漏出を含む。）を規制する地域を次のとおり指定する。
大垣市、高山市、多治見市、関市、中津川市、美濃市、瑞浪市、羽島市、恵那市、美濃加茂市、土岐市、各務原市、可児市、山県市及び瑞穂市の全域


	


	都道府県知事が定める規制基準（許容限度）


	第４条
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敷地の境界線の地表における規制基準
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	環境省令で定める範囲内において、大気中の特定悪臭物質の濃度の許容限度として定めること。

	
	
	
	悪臭物質の規制基準（昭和四十七年十二月二十六日岐阜県告示第千十三号）
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	規制地域のうちにその自然的、社会的条件から判断して同項の規定による規制基準によつては生活環境を保全することが十分でないと認められる区域

	
	
	
	規制基準として「臭気指数」による規制
　　大気の臭気指数が十以上二十一以下（規則第６条）
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煙突その他の気体排出施設から排出されるものの当該施設の排出口に
　　おける規制基準

	
	
	前号の許容限度を基礎として、環境省令で定める方法により、排出口の高さに応じて、特定悪臭物質の流量又は排出気体中の特定悪臭物質の濃度の許容限度として定めること。
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特定悪臭物質を含む水で排出される事業場の敷地外における規制基準

	
	
	第一号の許容限度を基礎として、環境省令で定める方法により、排出水中の特定悪臭物質の濃度の許容限度として定めること。

	
	
	排水中濃度
（規則第４条）
	1
メチルカプタン
許容限度
2
硫化水素
Ｃｌｍ＝ｋ×Ｃｍ
3
硫化メチル
　　ｋ　　：定数
4
二酸化メチル
　　Ｃｍ：(1)の基準値


	
	
	悪臭物質の規制基準（昭和四十七年十二月二十六日岐阜県告示第千十三号）
(1)に規定する特定悪臭物質ごとの値（単位　百万分率） 

一
メチルメルカプタン
〇・〇〇一立方メートル毎秒以下の場合
十六
〇・〇〇一立方メートル毎秒を超え、〇・一立方メートル毎秒以下の場合
三・四
〇・一立方メートル毎秒を超える場合
〇・七一
〇・〇〇一立方メートル毎秒以下の場合
五・六
二
硫化水素
〇・〇〇一立方メートル毎秒を超え、〇・一立方メートル毎秒以下の場合
一・二
〇・一立方メートル毎秒を超える場合
〇・二六
〇・〇〇一立方メートル毎秒以下の場合
三十二
三
硫化メチル
〇・〇〇一立方メートル毎秒を超え、〇・一立方メートル毎秒以下の場合
六・九
〇・一立方メートル毎秒を超える場合
一・四
〇・〇〇一立方メートル毎秒以下の場合
六十三
四
二硫化メチル
〇・〇〇一立方メートル毎秒を超え、〇・一立方メートル毎秒以下の場合
十四
〇・一立方メートル毎秒を超える場合
二・九


	


	罰則等

	
	
	

	市町村長

	報告及び検査　　　[image: image13.png]



　（第２０条）・・・・・罰③④

改善勧告　　　　　　[image: image14.png]



　（第８条第１項）

改善命令　　　　　[image: image15.png]



　（第８条第２項）・・罰①④
	事業者
　・遵守義務（第７条）
　・事故時の措置（第１０条）・・・・・罰②④
　　　　応急措置と速やかな復旧
　　　　市町村長への通報

	
	
	
	罰則
①一年以下の懲役又は百万円以下の罰金
②六月以下の懲役又は五十万円以下の罰金
③三十万円以下の罰金
④法人の場合も同じ罰則


	


	悪臭の防止対策の推進


	国民の義務（第１４条）

	

	住居が集合している地域において日常生活に伴う悪臭発生の防止

	悪臭が生じるものの
焼却禁止（第１５条）

	

	住居が集合している地域において野外での多量焼却の禁止

	水路等における悪臭
の防止（法第十六条）

	

	水路等管理者の悪臭防止の適切管理

	国及び地方公共団体
の責務（第１７条）

	地方公共団体・・・
	住民の努力に対する支援、情報提供、施策の策定及び実施

	
	国・・・・・・・・・
	啓発及び知識の普及、施策の総合的策定及び実施、地方公共団体への必要な助言等

	国の援助（第１８条）

	

	資金のあっせん、技術的助言等

	研究の推進等
（第１９条）

	

	研究の推進、成果の普及
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